
今回のテーマ

それぞれの企画内容を発表し、ブラッシュアップする

第5回は、前回（第4回）以降、チャレンジャーで議論を重ね、最終的
に残った3つの企画案についての発表と、その内容のブラッシュアップを

参加者／ 11名
チャレンジャー 11名

他 オブザーバー 2名
事業実施者 3名
市職員 2名

前回の日常チームの企画案を練り上げ、リーダーの山本さんは

「商店街ガイド」の企画を発表しました。ここで言う「商店街ガ

イド」とは、ただ歩くだけではなく、お店の商品を紹介したり、

商店街の歴史について伝えたりし、普段は通らないような路地に
入 ってもらうなどのディープな体験や、お肉の量り売りなどに
ハードルを感じる人のために買い方も伝えていくような企画にな

ります。この企画の目指す将来像としては、まず商店街を生活の

選択肢に入れ、次に商店街ごとのニーズに合わせた関係性作りを

行い、最終的には各店舗の店主のモチベーションを上げるとい

日常チーム「商店街ガイド」＠山本さん

西戸崎以外にも、それぞれの
商店街に売りにしているもの
や興味深い歴史などがあり、
今回の取組みで様々な商店街
のウィキペディアページ作成
に向けた動きにつながると意
義深いものになるでしょう。

子ども商店街チーム「子ども商店街」＠渡邉さん

①オープニング
視点について再度説明
②それぞれのチームの発表
日常チーム＠リーダー山本さん
ウィキペディアチーム＠リーダー伊藤さん
子ども商店街チーム＠リーダー渡邉さん
③グループワーク
発表時の意見をもとに企画のブラッシュアップ
④クロージング
まとめ

プログラム

企画を作る上で大事にしてほしい3つの視点について、説明を行いました。

視点①商店街の未来を描く取り組みになっていますか？

視点②持続性にチャレンジできていますか？ 視点③本当に実現しますか？

今後は、3つのグループの企画のブラッシュアップを続け、企画の実現に向けて準備を進め
ていきます！

第5回 Report
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行うこととしました。

まずは、コーディネーターの木藤亮太

さん（ (株)ホーホゥ 代表取締役）より、

うところを目指

しています。そ

のための第一歩

として、今年度

は、そもそもの

買い物の選択肢

の中に商店街が

ない若者や主婦

／主夫にターゲ

ットを絞り、

ウィキペディアチーム「ウィキペディアタウン」＠伊藤さん

こちらも新規の企画で、リーダーの渡邉さんは「子ども商店

街」という企画を発表しました。これは以前大橋で行ったイベ

ントのリメイク版であり、前回「非日常チーム」として議論して

いたイベント案を見直し、実現可能性を考慮して新たに仕立て直

した企画です。子ども商店街とは、子どもたちがスタッフとして

働くマルシェのことで、地域のお店の商品を大人がサポートしな
がらイベント会場で委託販売し、働いた子どもたちにはイベント

で使えるポイントを報酬として支払うような仕組みになっていま

す。この企画の狙いは、子どもたちに商売や労働を通じてさま

ざまな体験をしてもらうことで、商店街を身近に感じて、まちに

愛着が湧いてくるという点です。また、キッチンカーなどの出店

者から料金をとる仕組みも取り入れたいと考えています。アドバ

イス｜イベントに合わせて高齢者も一定数来るので、商店街の割

引券などがあれば商店街に人が流れるし、一体感も出るのではな
いか。

新規の企画として、リーダーの伊藤さんは「ウィキペディアタウン」と
いう企画を発表しました。「ウィキペディアタウン」とは、郷土資料
を駆使して調べ上げた地域のモノや名称に関する情報をウィキペ
ディアの記事として記載するイベントのこと。例えば、商店街の
魅力的な特徴や売りがあったとしても、その記事が出てこず、興
味を抱いてくれた人をとりこぼしてしまうとい った課題に対し
てウィキペディア作成は効果があり、今回は試験的に、西戸崎地
域での取組みについてのウィキペディアタウンを実施する企画を
考えました。

アドバイス｜西戸崎だけではなく、近隣地域（例えば飛行場や
ロードレースの歴史がある雁の巣）の方々も巻き込んでいけ
ると面白いのではないか

商店街を知って、楽しんでもらうことで行きやすくするような企画を実

施していきます。

アドバイス｜ガイドがあることで、その商店街に対する解像度が
上がる点が良い。自分の商店街以外も案内できるとローテーショ
ンができるし、広がりができると思う。商店街を案内する人の認

定などができると良いのではないか。全部の商店街を案内できる
スーパーバイザーとかいると面白い。
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